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【目的】中年米国人女性（40～60歳，平均49±5歳）の教育レベルと肥満度が，郵送法による自記式食事記録の正確性に影響を与えるかどうかを検討した。

【方法】大学，スーパーマーケット，コインランドリーに掲示したチラシと新聞の折込広告により，教育レベル（高卒以下，大卒以上）の異なる女性をそれぞれ50名ずつ募集した。対象者には食事記録用紙の冊子と16頁からなる実物大（2-D）のフードモデルの冊子を郵送した。食事記録用紙の冊子には，摂取量や調理法，レシピをどのように記録するかについての説明文と記入例を掲載した。対象者には指定された1日間の食事内容の記録と用紙の返送を依頼した。対象者から返送されたままの食事記録を「修正なしの食事記録」とした。食事記録の返送から3～13日後に管理栄養士が電話をかけ，記載が不十分であった箇所についての聞き取りをおこない，補足記入した（「修正後の食事記録」）。ウィルコクスンの符号付順位検定により，「修正なしの食事記録」と「修正後の食事記録」から推定された栄養素等摂取量を比較した。
【結果】55％の女性がBMI 25以上の「過体重もしくは肥満」に分類された。調査日に摂取された食品数の中央値（25，75パーセンタイル値）は16（13，20）品目であった。不完全な記載の種類は，「摂取量の記載がない」，「摂取量の記載が不十分」，「摂取量の記載が不正確」，「食品の記述が不十分」，「料理の材料の記載漏れ」，「調理法の記載がない又は記述が不十分」の6つに分類された。最も高頻度にみられたものは「食品の記述が不十分」であり，摂取された食品の14.2％（6.9％，27.7％）にみられた。教育レベルや肥満度によって不完全な記載の出現割合に有意差はみられなかった。「修正後の食事記録」から推定された栄養素等摂取量を基準値とすると，教育レベルの高い女性の食事記録はエネルギーと脂質の摂取量を過大見積もりしていたが，肥満度による違いはみられなかった。
【考察】概して，郵送法による自記式食事記録の正確性は，対象者の教育レベルや肥満度には依存していなかった。今回の食事記録では，飲食時の記録を指示しており，対象者の思い出し能力を必要としないが，電話による聞き取り時には過去の食事内容の思い出しが求められる。教育レベルの高い女性は，より正確な思い出し能力を有していると考えられるため，「修正なしの食事記録」と「修正後の食事記録」から推定されたエネルギーと脂質の摂取量に差がみられたと考えられた。
